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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成24年11月12日に提出いたしました第74期第２四半期（自 平成24年７月１日　至 平成24年９月30日）の四半期報告書の

記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報

　第２　事業の状況

　　１　事業等のリスク

　　　⑩ 重要事象等

 

　第３　提出会社の状況

　　３　業務の状況

　　　(3) 自己資本規制比率　岩井コスモ証券株式会社（単体）

 

３【訂正箇所】

訂正箇所は　　　を付して表示しております。

 

第一部【企業情報】

　第２【事業の状況】

　　１【事業等のリスク】

　　　⑩重要事象等

（訂正前）

　　欧州債務問題の深刻化に加え世界経済の成長は長期的に鈍化するとの見方を背景に投資家のリスクオフの姿勢が強まるな

ど、証券業界を取り巻く環境は一層厳しさを増しており、平成25年３月期第２四半期まで、６四半期連続の営業赤字、経常赤

字を余儀なくされました。

　　しかしながら、当社の100％子会社である岩井コスモ証券株式会社の平成24年９月末の自己資本規制比率は、417.4％となっ

ており、金融庁に届け出が必要な140％を大幅に上回っているとともに、連結純資産は24,588百万円と経営上必要な剰余金を

十分に有し、資金調達面においても無担保借入枠は十分に確保できています。

　（省略）

 

（訂正後）

　　欧州債務問題の深刻化に加え世界経済の成長は長期的に鈍化するとの見方を背景に投資家のリスクオフの姿勢が強まるな

ど、証券業界を取り巻く環境は一層厳しさを増しており、平成25年３月期第２四半期まで、６四半期連続の営業赤字、経常赤

字を余儀なくされました。

　　しかしながら、当社の100％子会社である岩井コスモ証券株式会社の平成24年９月末の自己資本規制比率は、413.6％となっ

ており、金融庁に届け出が必要な140％を大幅に上回っているとともに、連結純資産は24,588百万円と経営上必要な剰余金を

十分に有し、資金調達面においても無担保借入枠は十分に確保できています。

　（省略）
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　第３【提出会社の状況】

　　３【業務の状況】

　　(3)　自己資本規制比率　岩井コスモ証券株式会社（単体）

 

　（訂正前）

　
当第２四半期
連結会計期間末

（平成24年９月30日）

基本的項目　（百万円） 　 (A) 26,943

補完的項目　（百万円） 　 (B) 286

　

その他有価証券評価差額金（評価益）　（百万円） 　 20

金融商品取引責任準備金　　　　　　　（百万円） 　 262

一般貸倒引当金　　　　　　　　　　　（百万円） 　 3

控除資産　　（百万円） 　 (C) 1,757

固定化されていない自己資本（百万円）　　 　(A)＋(B)－(C)　　　 (D) 25,473

リスク相当額（百万円） 　 (E) 6,102

　

市場リスク相当額　（百万円） 　 567

取引先リスク相当額（百万円） 　 1,058

基礎的リスク相当額（百万円） 　 4,476

自己資本規制比率 (D)／(E)×100 　 417.4%

（注）上記については、金融商品取引法第46条の６第１項の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」の定めに

より決算数値をもとに算出したものであります。

 

　（訂正後）

　
当第２四半期
連結会計期間末

（平成24年９月30日）

基本的項目　（百万円） 　 (A) 26,943

補完的項目　（百万円） 　 (B) 286

　

その他有価証券評価差額金（評価益）　（百万円） 　 20

金融商品取引責任準備金　　　　　　　（百万円） 　 262

一般貸倒引当金　　　　　　　　　　　（百万円） 　 3

控除資産　　（百万円） 　 (C) 1,757

固定化されていない自己資本（百万円）　　 　(A)＋(B)－(C)　　　 (D) 25,473

リスク相当額（百万円） 　 (E) 6,157

　

市場リスク相当額　（百万円） 　 567

取引先リスク相当額（百万円） 　 1,114

基礎的リスク相当額（百万円） 　 4,476

自己資本規制比率 (D)／(E)×100 　 413.6%

（注）上記については、金融商品取引法第46条の６第１項の規定に基づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」の定めに

より決算数値をもとに算出したものであります。
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